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小ストーム中に発生した大サブストームの事例研究

A case study of intense substorms during a weak geomagnetic storm
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ストームが発達するためにサブストームが本質的に重要であるかは、ストームの研究でホットな問題の一つである。本
研究では、大きいサブストームが発生したが、ストームはあまり発達しなかった事例について調べた。1997年 2月 8日
の 12から 14時にかけて、規模が非常に大きいサブストームが発生した。西向きオーロラジェット電流は 1800 nT以上
にも発達し、また Polar UVIによるオーロラ観測から、オーロラバルジは磁気緯度 60－ 80度、MLT で 18時から朝側近
くにまで広がるほど発達した。しかし、この期間の Dst指数は小さく (－ 14 nT)、その後も－ 39 nTまでしか成長せず、
ストームとしては小さかった。太陽風の動圧は大きかったが、惑星間空間磁場の南向き成分は－ 10から－ 15 nTの大き
さが 1-2時間しか継続していなかった。磁気圏尾部では、X～－ 28 Reに Geotail衛星が滞在していたが、全圧力は非常
に大きくなり、大きなサブストームに伴って大きく減少した。つまり、多くのエネルギーが尾部に蓄積され、解放の規模
も非常に大きかった。静止軌道では、大きなダイポラリゼイションやインジェクションが観測された。しかし、低高度
極軌道の NOAA-12衛星による観測では、12－ 15 UTに L＝ 6－ 8付近の夕方側で、サブストームのインジェクション
によると考えられる、～40－ 80 keVのプロトンのフラックスが増加したが、それより地球近くでは増加が見られなかっ
た。この期間中のフラックスの大きさ自体もあまり大きくないようで、リングカレントはあまり発達していなかったこ
とが示唆される。おおよそのエネルギー消費量を地磁気指数から見積もると、オーロラ粒子降下とリングカレントによ
る消費量は同じくらいで、ジュール熱による消費量はそれらの 2倍くらいだった。講演では、ストームの発達における
サブストームの役割やエネルギー収支に関して考察する。


